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地球水循環観測マ ル チパ ラメー ター レー ダー （可搬 型 ）の 機能と諸 元

上 田 博 ・坪木和久 ・篠 田太郎 ・民 田晴 也 （名 大 地球水循環研究セ ン タ
ー）

1 ．は じめ に

　 名 古屋大 学 地球水循 環 研究セ ン ター
の 「豪雨観

測 ド ッ プ ラ ー レ ーダー
」 は 大気 水 圏科学研 究所時

代 の 1991 年 に， 2 台 の
“
可 搬 型

”
X 一バ ン ド ・

ド ッ プ ラ
ー

レ
ー

ダ
ー

シ ス テ ム と し て 製作 さ れ，国

内 外 の 降水 シ ス テ ム の 構 造 に 関 す る 観 測 研 究 に

使 用 されて きた ．こ の 後継機 と し て
，

こ れ ま で の

観 測 経験 を 生 か し，新 し い 機能 を加 えた
“
可 搬型

”

の 「地球水 循環観測 マ ル チ パ ラ メ ータ レ ーダー
」

を 製作中で あ る ．名古屋 大学 地 球 水循環研 究セ ン

タ ー
の

“
可搬 型

”
マ ル チ パ ラ メ ータ レ

ー
ダ
ー

製作

の ね ら い と レ ーダー緒 元 を紹介 し，可搬型気象 レ

ー
ダ
ー

の 現 状 と将来 展望 につ い て 議 論 し た い ．

2 ．新マ ル チ パ ラメータレ
ーダー

機能の 検討

a ）豪雨観 測 ドッ プ ラ
ー

レ
ーダー

の 機能

　現 有の 「豪雨観測 ド ッ プ ラ
ー

レ
ー

ダ
ー

」 は ， 2

台 の
“
可搬 型

”X 一バ ン ド・ド ッ プ ラ
ー レ ーダー

シ ス テ ム と し て 製作 され，種 々 の 降水 シ ス テ ム の

3 次 元 気 流 と降水 強度 分布 を観 測 す る た め に 以

下 の 機能を持 っ て い る．
・同機能の 2 台 の X 一バ ン ド

・
ド ッ プ ラ

ー レ ーダ

　ーシ ス テ ム
ー

式 に よ る降水 シ ス テ ム 内 の 3 次

　 元気流観測
・高速ア ン テ ナ 回転に よ る短時間 で の 3 次元 降水

　 強度分布 の 観測
・180

°
の 鉛 直断面観 測機 能に よ る降水 シ ス テ ム

　 の 鉛直構造 の観測

　 こ れ らの 機 能 を用 い て 国内外で ，豪雨
・豪雪を

も た らす降水 シ ス テ ム 及 び梅 雨 前線 帯 や 熱 帯 の

降水 シ ス テ ム に関す る観測研 究を行 っ て きた．観

測 経験か ら，次の 問題 が明 らか に な っ て き た，
・送 受信機 等 を格納 し て い る

’
シ ェ ル ター

の 重量 が

　 5 トン 程度 あ り，ビ ル 等の 屋 上 設置を受 け入れ

　 て くれ る と こ ろが限 られ，可 搬型 レ
ーダーの機

　 能を果た しづ らくな り つ つ あ る．
・降水 シ ス テ ム の 内部構 造 の 理 解 が 進む に つ れ て

　 降水粒子 の 種類 の 識 別や 粒 径 分布観 測 に っ い

　 て の 要 望 が 高 くな っ て い る こ と に 対応 で きな

　 くなっ た，

b ） 新 マ ル チ パ ラメ
ー

タ レ
ーダーに 必要な機能

　 豪雨観 測 ド ッ プ ラ
ー V 一ダー を用 い た観 測経

験及 び環境 に 対す る配 慮 の 必 要性 か ら，新 マ ル チ

パ ラメ
ー

タ レーダーに 必 要な機能 と して ， 以下 の

こ とが考え られた．
・送受信機 等 の シ ス テ ム の 軽量化 を は か り，ア ン

　テ ナ を 含む 1 台 の レ
ー

ダ
ー

の 全 重 量 を 2 トン

　以内 と す る．
・軽量 化、省電 力 ，発信管等 の 廃棄物 の 減少 を考

　 えた 送 受 信 シ ス テ ム とす る．
・電波 の 有効利用 の た めの 狭帯域化対応 技術の 導

　入 をは か る．

　ただ し，コ ス トと技術の 両面 を考え，高速 3 次

元気流観測 の た め の フ ェ イ ズ ドア レ イ ・ア ン テ ナ

の 採用 は 見 送 り，別 の シ ス テ ム 導入 の 機会 に ゆ ず

る こ と と した．

3．新マ ル チパラメータレーダー諸元

　上 記 の 検討の 結 果 ，「地 球 水循 環観 測 マ ル チ パ

ラ メータ レ ーダーt の 主な緒元 は 表 1 の 通 り と し ，

同
一

の レ
ーダー 2 台 か らな る 1 式 の シ ス テ ム と

し た．軽量化 し 可搬性 を高 めた．

　 ドッ プ ラ
ー速度 と レ

ーダー
反射因子 （Z ）は も

ち ろ ん ， レ ーダー
反 射因子 差 （ZDR），偏波間相 関

係数 （ρ h。（0）），伝 播位 相 差変化 率 （KDP ），等 の

パ ラ メータ の 観測 を行い ，降水粒子 の 種類の 識 別

と降水 強 度 の 推定 が で きる シ ス テ ム と し た．

表 1　 新 マ ル チ パ ラ メ
ー

タ レ
ーダー

の 諸 元

送信 周波 数 〜9．4GHz

増幅器 固体化 送信 ユ ニ ッ ト

ピーク送信電力 200W

パ ル ス 幅 1 μ s （短 パ ル ス ），

1〜64 μ s （長パ ル ス ）

PRF 2000Hz （通 常観測 モ
ー

ド＞

20000Hz （精細観測 モ
ー

ド）

変調方式 無変調 （短 パ ル ス ） 及び

チ ャ
ープ （長パ ル ス ）

占有帯域 幅 4MHz

送信偏波 垂 直 及 び 水 平 独 立 送 受 信

（45
°

偏 波 ）

ア ン テ ナ 直径 2．0〜2．2m

観測範囲 0〜64k 皿

4 ．まとめ

　2007 年 10 月完成 予定 の 「地球水循 環 観測 マ ル

チ パ ラ メ
ータ レ

ーダー
」 は 全 国共同利用研究セ ン

タ
ー

の 共 同利用機 器 と して ，国内外 の 降水 シ ス テ

ム の 構 造 や メ ソ 対 流系 に 関 す るデ ータ 同化等 に

関する 共 同利用研究に 使用 す る 予定 で あ る．
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